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第２４期 第２６回総会

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録

（令和４年７月２９日）

〇開催日時 令和４年７月２９日（金）

午前１０時００分から午前１１時５０分

〇開催場所 別海町役場 ４階 議場

〇議事日程

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤

強化促進法）

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移

動適正化あっせん基準）

日程第 ３ 報告第３号 農地法第４条許可書の交付について

日程第 ４ 報告第４号 農地法第５条許可書の交付について

日程第 ５ 報告第５号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ６ 報告第６号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について

日程第 ７ 報告第７号 農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格

法人以外の者の定期報告について

日程第 ８ 議案第１号 農地法第18条の規定による賃貸借の解約について

日程第 ９ 議案第２号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る

要請について

日程第 10 議案第３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

日程第 11 議案第４号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について

日程第 12 議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

日程第 13 議案第６号 別海町農用地利用集積計画の決定について

日程第 14 議案第７号 現況証明願いについて
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〇出席委員（２４名）

会 長 ２７番 小 野 榮 一

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝

２番 山 崎 茂 ４番 市 川 義 晴

５番 石 毛 剛 ７番 中 洞 薫

８番 加 藤 真 純 ９番 畠 山 友 子

１０番 大 内 敏 光 １１番 芳 賀 均

１２番 中 村 繁 男 １３番 小 島 敏

１４番 羽 石 健 一 １５番 加 藤 和 広

１６番 内 藤 宏 幸 １７番 阿 部 浩

１８番 藤 井 実 １９番 木 幡 誠

２０番 浦 山 宏 一 ２１番 山 田 良 雄

２２番 押 田 賢 二 ２３番 林 武 雄

２４番 伊 藤 一 吉 ２５番 竹 花 新 吉

〇欠席委員（２名）

１番 及 川 哲 夫 ６番 藤 田 浩 義

〇農業委員会事務局出席職員

総 務 担 当 主幹 木 直 人

農地調整担当 主査 山 下 真 弘

農地調整担当 主任 志 渡 正 勝

農地調整担当 主任 川 原 浩 貴

農地調整担当 主事 齊 藤 一 真

〇傍聴人（０名）

〇議事録署名委員

２４番 伊 藤 一 吉 ２５番 竹 花 新 吉
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。

令和 年 月 日

署名者

議 長 小 野 榮 一 ㊞

議席２４番 伊 藤 一 吉 ㊞

議席２５番 竹 花 新 吉 ㊞
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開会 午前１０時００分

◎開会宣言

〇事務局（ 木主幹）

定刻になりましたので小野会長より御挨拶をいただき、総会を始めさせて

いただきます。

〇小野会長

皆さんおはようございます。

（会務報告がある）

本日は報告７件、議案７件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議長（小野会長）

それでは、ただいまから第２６回農業委員会総会を開催いたします。

ただいま出席している委員は２４名でございます。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。

なお、欠席委員につきましては１番及川委員、６番藤田委員です。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。２４番伊藤委員、２５番竹花委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。

◎日程第１ 報告第１号

〇議長（小野会長）

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主任）

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利

用権の設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告す

る。

本件は全部で４件ございます。１号から３号まで農地所有者から所有権の

移転に関わるあっせん申出があり、周辺地域における農地の保有状況、利用

状況、更には将来性等を踏まえ北海道農業公社の買入れが必要との判断から

調整を行いましたが双方の同意が得られず不成立となったものであります。

今後の取扱いについては後の議案第２号で提案し御審議していただく予定で

す。４号につきましては、本年６月総会で報告させていただきましたが、農

用地の価格について意向が一致せず不調に終わったため、関係規定に基づき

町長に対し買入協議の要請に取り組んだところ、この度協議が整う運びとな

ったものです。今後の取り扱いについては後の議案第６号で提案し御審議い
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ただく予定です。それでは朗読させていただきます。

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、西春別６

３－６外２３筆、計１７万３８８㎡。農地の所有者、別海町西春別６３番地

の５、木村信一郎。あっせん委員、大内委員外５名。あっせん結果、不成立。

次号から４号までのあっせん候補者については同文ですので朗読を省略さ

せていただきます。

第２号、あっせん対象地、上春別２１８－２外１４筆、計５６万２，６９

３㎡。農地の所有者、別海町上春別２１８番地の４、石井範雄。あっせん委

員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、不成立。

第３号、あっせん対象地、大成３３－１外１６筆、計４６万８，５０１㎡。

農地の所有者、別海町大成３３番地の５、菊地友徳。あっせん委員、同上。

あっせん結果、不成立。

第４号、あっせん対象地、豊原２６－１０外１８筆、計６６万７，５２３

㎡。農地の所有者、別海町別海緑町１０９番地の１８、尾田求。あっせん委

員、加藤真純委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で３，

８６５万４，０００円。

以上で報告第１号の内容説明を終わります。

〇議長(小野会長)

報告第１号の事務局説明が終わりました。１号から３号までは不成立案件

ですので事務局説明とさせていただきます。それでは４号の成立案件につき

まして委員の説明を求めます。１１番芳賀委員お願いします。

○１１番 芳賀委員

はい。北海道農業公社に買い上げてもらう件ですが、数年前から離農を予

定していて地域との調整をしていた案件であります。最終的に近隣の３件で

の調整ということで目途がつきましたので今回お世話になります。よろしく

お願いします。

○議長（小野会長）

報告第１号の委員説明が終わりました。ここで、報告第１号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。
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◎日程第２ 報告第２号

〇議長（小野会長）

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について（別海町農地

移動適正化あっせん基準）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主任）

報告第２号、農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移動適正化

あっせん基準）。次の者から農地等のあっせん申出書の提出があり、別海町

農地移動適正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、同基準第８第

２項第３号の規定により報告する。

本件は１件ございます。農地所有者の申出により、所有権の移転のあっせ

んを行ったものであります。今後の取扱いについては後の議案第６号で提案

し御審議いただく予定であります。それでは朗読させていただきます。

第１号、あっせん候補者、別海町豊原１５番地の４３、久保光大。あっせ

ん対象地、豊原２７－１０６、４，１８５㎡。農地の所有者、別海町別海緑

町１０９番地の１８、尾田求。あっせん委員、加藤真純委員外５名。あっせ

ん結果、成立。あっせん価格、売買で２万４，０００円。

以上で報告第２号の内容説明を終わります。

〇議長(小野会長)

報告第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきまして委員の説

明を求めたいと思います。１１番芳賀委員お願いします。

○１１番 芳賀委員

はい。先程の報告第１号第４号との絡みですけれども、４反ほどですが宅

地で登記がされていて北海道農業公社の買い入れができなかったため、登記

を変更した上で草地として個人売買ということで処理したいと思います。よ

ろしくお願いします。

○議長（小野会長）

報告第２号の委員説明が終わりました。ここで、報告第２号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに
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決定します。

◎日程第３ 報告第３号

〇議長（小野会長）

日程第３ 報告第３号「農地法第４条許可書の交付について」を議題に供

します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

報告第３号、農地法第４条許可書の交付について。農地法第４条第１項の

規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意見

聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町農

業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。

本件につきましては、令和４年５月２７日開催第２４回総会で御審議いた

だいた案件で申請時における計画どおりですので、詳細については朗読を省

略させていただきます。許可日につきましては、北海道農業会議の意見聴取

日であります６月２４日としております。

以上で報告第３号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては

知事許可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、報告第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第４ 報告第４号

〇議長（小野会長）

日程第４ 報告第４号「農地法第５条許可書の交付について」を議題に供

します。事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

報告第４号、農地法第５条許可書の交付について。農地法第５条第１項の
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規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意見

聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町農

業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。

本件につきましては、令和４年５月２７日開催の第２４回総会で御審議い

ただいた案件で申請時における計画どおりとなっていますので、詳細につい

ては朗読を省略させていただきます。許可日については、北海道農業会議の

意見聴取日であります６月２４日としております。

以上で報告第４号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては

ジェイエー・ワンプの案件ですので農協の役員である２４番伊藤委員につき

ましては議事参与制限とさせていただきます。この案件につきましても知事

許可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、報告第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第５ 報告第５号

〇議長（小野会長）

日程第５ 報告第５号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

報告第５号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、令和４年７月１９日に現地調査を行いました。報告

内容につきまして、第１号については、土計画高３万７，５８２㎥に対して

出来高８，０００㎥、火山礫計画高０㎥に対して出来高４５０㎥。第２号に

ついては、砂計画高３万２，３３５㎥に対して出来高２万３，８７０㎥。第
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３号については、土計画高２，９８４㎥に対して出来高０㎥、火山灰計画高

７，５６１㎥に対して出来高４，５００㎥。第４号については、山砂計画高

３万５，０３９㎥に対して出来高１万３，４５８㎥。そのほかの事項につき

ましては、申請時の計画どおりですので、朗読を省略させていただきます。

以上で報告第５号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、報告第５号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１号につきまして、１０番大内委員、２号及び

３号につきまして８番加藤真純委員、４号につきまして１５番加藤和広委員。

２号につきましてはジェイエー・ワンプの案件ですので、２４番伊藤委員に

つきましては議事参与制限とさせていただきます。それでは１０番大内委員

お願いいたします。

〇１０番 大内委員

はい、説明いたします。この畑は西別川に隣接しているところで、元の所

有者は放牧地として使っていたのですけれども、傾斜や地形が複雑で使いづ

らい土地でしたが、採取後はきれいにならされて大変良好であると見てまい

りましたのでよろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして２号と３号について加藤真純委員お願いいたします。

〇８番 加藤真純委員

はい、説明いたします。２号の浦山さんの畑ですが、完璧に整地して播種

床も完成していて、今は雑草を生やしていますがまもなく除草剤を撒いて播

種をするという状況でした。３号につきましてもきれいに整地されていまし

た。以上です。

〇議長（小野会長）

続きまして４号について加藤和広委員お願いいたします。

○１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。ここは道の振興局も砂利採取法に基づき現地確認

に入るということで採取跡を特段きれいに整地してあり、残土も法面を切っ

て飛散防止をしてありました。問題ないと見てまいりましたのでよろしくお

願いします。

〇議長（小野会長）

報告第５号の委員説明が終わりました。ここで、報告第５号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員
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（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第６ 報告第６号

〇議長（小野会長）

日程第６ 報告第６号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

報告第６号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は５１件の報告がありました。農

地法第２条に基づく事業要件、構成員要件、役員要件の全てを満たしており

ました。そのほかの法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので

朗読を省略させていただきます。以上で報告第６号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

報告第６号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。ただし、６号に

つきましては２２番押田委員、７号につきましては２３番林委員、２２号に

つきましては２０番浦山委員、３０号につきましては１５番加藤和広委員、

３７号につきましては１８番藤井委員、４３号につきましては２４番伊藤委

員が関係する案件となりますので議事参与制限とさせていただきます。それ

では報告第６号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ござい

ませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、報告第６号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第６号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第７ 報告第７号

〇議長（小野会長）

日程第７ 報告第７号「農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適
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格法人以外の者の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

報告第７号、農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格法人以外

の者の定期報告について。次の者から農地法第６条の２第１項の規定による

農地等の利用状況報告書の提出があったので報告する。今月は６件の報告が

ありました。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項または農地法第３条第

１項の許可を受けた農地等の利用状況について、適正に利用している旨の報

告を受けております。また、そのほかの要件につきましても要件を満たして

おります。決算期、受理日につきましては記載のとおりですので、朗読を省

略させていただきます。

以上で報告第７号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

報告第７号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても農地所

有適格法人以外の法人の定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただ

きます。ただし、１号につきましては５番石毛委員に関係する案件ですので

議事参与制限とさせていただきます。それでは報告第７号につきまして質疑

を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、報告第７号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第７号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第８ 議案第１号

〇議長（小野会長）

日程第８ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主任）

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者

から農地法第１８条第６項に規定により提出された賃貸借の合意解約の通知

について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。本件は７件ござい

ます。貸主、借主双方の合意により解約された通知であり、土地の引渡しの

時期６か月以内に合意解約が成立しております。それでは朗読させていただ
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きます。

第１号、貸人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北

海道農業公社 理事長 小田原輝和。借人、別海町別海緑町１０９番地の１

８、有限会社尾田牧場 代表取締役 尾田求。解約する土地、豊原２９－３

６外１筆、計８万４，７６０㎡。利用権の種類、賃借権。契約期間、平成２

５年１２月２日から令和５年９月２９日まで。合意解約成立の日、令和４年

７月１９日。土地の引渡しの時期、令和４年７月１９日。解約の理由、合意

解約。

次号から７号までの利用権の種類、解約の理由ついては同文ですので朗読

を省略させていただきます。

第２号、貸人、同上。借人、別海町西春別４１０番地の１２、宇居宏明。

解約する土地、西春別４０９－２０外３筆、計９万３，８８９㎡。契約期間、

令和３年２月１日から令和７年１１月３０日。合意解約成立の日、令和４年

７月７日。土地の引渡しの時期、令和４年７月７日。

第３号、貸人、同上。借人、同上。解約する土地、西春別４１０－１７外

２筆、計６万８，７０１㎡。契約期間、令和２年１１月２日から令和７年８

月３１日。合意解約成立の日、同上。土地の引渡しの時期、同上。

第４号、貸人、同上。借人、同上。解約する土地、西春別４１１－１９外

７筆、計１０万５０３㎡。契約期間、令和３年３月１日から令和７年１２月

２１日。合意解約成立の日、同上。土地の引渡しの時期、同上。

第５号、貸人、東京都葛飾区東四つ木３丁目４３番７号、柴田宗広。借人、

同上。解約する土地、西春別４１０－１９外１７筆、計４７万１，７１３㎡。

契約期間、令和３年３月１日から令和８年２月２８日。合意解約成立の日、

令和４年７月４日。土地の引渡しの時期、令和４年７月５日。

第６号、貸人、別海町西春別４１０番地の９３、髙田のぶ。借人、同上。

解約する土地、西春別４１０－５０外３筆、計１９万５，１２２㎡。契約期

間、令和２年８月３日から令和７年８月２日。合意解約成立の日、同上。土

地の引渡しの時期、同上。

第７号、貸人、同上。借人、同上。解約する土地、西春別４１０－２０外

６筆、計１０万３，３０５㎡。契約期間、令和３年１２月２４日から令和６

年１２月２３日。合意解約成立の日、同上。土地の引渡しの時期、同上。

以上で議案第１号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては合意解

約の案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは、議案

第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を
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求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第１号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第９ 議案第２号

〇議長（小野会長）

日程第９ 議案第２号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。事務局より議案の朗読と内容の説明を

お願いいたします。

〇事務局（志渡主任）

議案第２号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づきあ

っせんを受けたい旨の申出があった農用地の所有権移転について、農地中間

管理機構による買入れが特に必要であると認められることから、同法第１６

条第１項の規定により当会は別海町長に対し同条第２項の規定による通知を

するよう要請する。

本案は３件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者からあっせんの申出があったものであります。それでは御説明させていた

だきます。１号から３号まで同様の内容となっていますので、一括でご説明

させていただきます。１あっせんの申出者及び農用地の所在等、あっせんの

申出者とあっせんの対象地につきましては報告第１号において朗読しており

ますので省略いたします。申出のあった日、令和４年７月１５日。２農地中

間管理機構を含めた調整の経過、あっせん会議を開催し利用調整を図りまし

たが、農用地の価格について農地所有者と農地中間管理機構の意向が一致せ

ず調整は不調に終わったという内容でございます。３当該農用地の利用集積

に係る意見、優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対

する農用地の利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特に必要

と認められるといった内容で要請いたします。

以上で議案第２号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）
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なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第１０ 議案第３号

〇議長（小野会長）

日程第１０ 議案第３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

議案第３号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町豊原３２番地の１０８、中村貞

志。借人、別海町豊原２４番地の８、合同会社 Ripple 代表社員 岡崎哲児。

許可を受けようとする土地の表示、豊原２２－３０外２２筆、合計２９万３，

６３４㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用するため賃

貸するものである。借人は、経営規模拡大のため賃借を受けるものである。

貸借期間、許可日から令和１４年５月３１日。賃貸価格は３７万５，０００

円で、１ヘクタール当たり約１万２，７００円です。

第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町泉川１番地の５、髙井正秋。借

人、別海町泉川１番地の５、髙井圭輔。許可を受けようとする土地の表示、

泉川１－３外４筆、合計４０万３，４２３㎡。許可を受けようとする理由、

貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するものである。借人は、父

より全地使用貸借を受けるものである。貸借期間、許可日から３０年間。

第３号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別１３１番地の１８、大

内農場株式会社 代表取締役 大内佑輝。譲受人、別海町西春別駅前曙町６

番地１２６、株式会社海野 代表取締役 海野敦。許可を受けようとする土

地の表示、西春別６３－６０、１万３，８３７㎡。許可を受けようとする理

由、貸人は、農地を有効活用するため譲り渡すものである。借人は、経営規

模拡大のため譲り受けるものである。売買価格は６０万円で、１ヘクタール

当たり約４６万１，０００円です。

第４号、申請人の住所氏名、貸人、別海町尾岱沼３番地の１９４、松舘健
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一。借人、別海町中春別２２８番地の３１、株式会社リジットファームズ

代表取締役 森田哲司。許可を受けようとする土地の表示、尾岱沼３－４３

外５筆、合計７０万３９７㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を

有効活用するため賃貸するものである。借人は、経営規模拡大のため賃借を

受けるものである。貸借期間、許可日から５年間。賃貸価格は４５万円で、

１ヘクタール当たり約６，４００円です。

以上で、議案第３号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めたいと思います。１号につきましては８番加藤真純委員。２号に

つきましては２５番竹花委員。３号につきましては１２番中村委員。４号に

つきましては８番加藤真純委員。

３号につきましては大内委員に関する案件ですので、農業委員会等に関す

る法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規定に基づき議事

参与制限により一時退席を求めます。

（１０番 大内委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

３号につきまして１２番中村委員お願いいたします。

〇１２番 中村委員

大内農場さんが所有している農地を、隣接する畑を使っている株式会社海

野さんが取得するものです。海野さんは経営規模拡大を進めており、経営的

にも問題ないと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

それでは議案第３号の３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か

御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第３号の３号につきまして原案のとお

り許可することに決定します。ここで大内委員に対する議事参与制限を解除

します。

（１０番 大内委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

それでは１号及び４号につきまして８番加藤真純委員お願いいたします。
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〇８番 加藤真純委員

はい、７月１９日に現地に行って確認してまいりました。１号については

中村貞志さんの土地を、隣接する合同会社 Ripple さんが３条で賃貸するもの

で、何も問題ないと見てまいりました。４号の松舘さんの土地ですが、少し

離れていますが中春別の市街地近くのリジットファームズさんが借りるもの

です。７０ヘクタールほどの面積になっているのですけれども、使える土地

はおそらく４０町あるかないかぐらいではないかと見てまいりました。何も

問題はないと思います、よろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

続きまして、２号について２５番竹花委員お願いいたします。

〇２５番 竹花委員

説明いたします。２号ですけれども、標茶農協の組合員である髙井正秋さ

んが経営移譲されるということで、長男の圭輔さんに別海町側の農地を全地

使用貸借するものです。標茶町側の農地も同じく使用貸借するとのことです。

よろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

はい、議案第３号の委員説明が終わりました。それでは議案第３号の３号

を除きまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

２番山崎委員。

〇２番 山崎委員

はい、４号なのですけれど公簿地目が保安林になっています。現況は草地

なのだと思いますが、公簿地目が保安林になっているということは振興局か

国で指定をしているということになると思います。現況がどうあれ指定は指

定なので、それを使っている人が畑にして草地にしているのかもしれません

が、指定解除だとかそういった手続きが本来必要なのではないでしょうか。

〇事務局（山下主査）

尾岱沼３－１６３について公簿地目が保安林で面積が２４万２，０２６㎡

となっていますが、この中に保安林に指定されている部分と農地がありまし

て、今回申請する面積につきましては２４万２，０２６㎡の内１４万㎡です

ので、訂正させていただきます。

〇２番 山崎委員

わかりました。

〇議長（小野会長）

そのほか、何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員
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（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第３号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第１１ 議案第４号

〇議長（小野会長）

日程第１１ 議案第４号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

議案第４号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示、泉川７９－２、面積、１０万

１，０７２㎡の内１万４３６．９０㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、

堆肥舎外、計１万４３６．９０㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農

地法第４条第６項。土地利用計画、農用地。転用者、別海町泉川７８番地の

１８、株式会社クオリティ・オブ・ライフ 代表取締役 伊東直樹。

第２号、許可を受けようとする土地の表示、泉川８－２１、面積、１６万

１，２１０㎡の内９，７７３．７８㎡。目的は前号と同じです。計画内容、

牛舎外、計９，７７３．７８㎡。転用基準、土地利用計画は前号と同じです。

転用者、別海町泉川８番地の２４、相 英秋。

第３号、許可を受けようとする土地の表示、上春別２１７－５、面積、５

万４７０㎡の内６，０７７．０７㎡。目的は前号と同じです。計画内容、バ

ンカーサイロ外、計６，０７７．０７㎡。転用基準、土地利用計画は前号と

同じです。転用者、別海町上春別２１７番地の５０、阿部洋一。

以上で、議案第４号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、議案第４号の事務局説明が終わりました。それでは現地調査に当た

られた委員の説明を求めたいと思います。１号及び２号につきまして１０番

大内委員。３号につきまして、１５番加藤和広委員。

それでは１号及び２号につきまして、１０番大内委員お願いいたします。

〇１０番 大内委員

はい、説明いたします。１号、２号ともに７月１９日に加藤和広委員、加

藤真純委員、事務局で見てまいりました。１号の伊東さんのところですが、

毎年のように規模拡大をされているところでして、今まで使用されていた場

所がいっぱいになったということで、その隣の畑でこの施設を建設すること
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になりました。問題ないと見てまいりました。２号の相 さんですが、この

方はウエストベースの構成員でありまして、今使っている施設の隣接の土地

に建設するということで問題ないと見てまいりました。以上です。

〇議長（小野会長）

続きまして、３号を１５番加藤和広委員お願いいたします。

〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。この案件も７月１９日に大内委員、加藤真純委員、

事務局とで見てまいりました。既存の牛舎の横に新しくバンカーサイロなど

を造る予定です。必要最小限で問題ないと見てまいりましたのでよろしくお

願いいたします。

〇議長（小野会長）

はい、ありがとうございました。議案第４号につきまして委員説明が終わ

りました。それでは議案第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何

か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第４号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第１２ 議案第５号

〇議長（小野会長）

日程第１２ 議案第５号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

議案第５号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、大成７３－２７、３

万１１０㎡の内３，０００㎡。契約内容、使用貸借。目的、農業用施設建設。

計画内容、スタックサイロ３，０００㎡。転用基準、区分、農用地。許可理

由、農地法第５条第２項。土地利用計画、農用地。所有者氏名、別海町大成
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７８番地の１、宍戸浩一。転用者氏名、別海町大成７３番地の３、株式会社

ルピナス大成 代表取締役 石毛剛。

第２号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、上春別２６８－５外

１筆、計１万２，７７７．４０㎡。契約内容、使用貸借。目的、砂採取。計

画内容、砂採取量１万６，３４０㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、

農地法施行令第１１条第１項第１号。土地利用計画は前号と同じです。所有

者氏名、別海町上春別２１７番地の４、安齊幸一。転用者氏名、中標津町東

３２条北１丁目２番地、中村興業株式会社 代表取締役 竹嶋哲也。

以上で議案第５号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

議案第５号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めたいと思います。１号及び２号につきまして、１５番加藤和広委

員。１号につきましては石毛委員に関する案件ですので、農業委員会等に関

する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規定に基づき議

事参与制限により一時退席を求めます。

（５番 石毛委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

１号につきまして１５番加藤和広委員お願いいたします。

〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。こちらも同じく７月１９日に加藤真純委員、大内

委員、事務局とで見てまいりました。現在バンカーサイロがある横で、必要

最小限の面積で問題ないと見てまいりましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

それでは議案第５号の１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か

御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の１号につきまして原案のとお

り許可することに決定します。ここで石毛委員に対する議事参与制限を解除

します。

（５番 石毛委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

それでは２号につきまして１５番加藤和広委員、説明をお願いいたします。
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〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。ここは先ほどの報告第５号で完了届が出たところ

です。また引き続き同じ場所を採るということで申請があり、問題ないと見

てまいりましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

議案第５号の２号につきまして委員説明が終わりました。それでは議案第

５号の２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませ

んか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の２号を原案のとおり許可する

ことに決定します。

（１０時５５分から１１時０５分まで休憩）

◎日程第１３ 議案第６号

〇議長（小野会長）

日程第１３ 議案第６号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を

議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第６号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により決定を求める。

本案は全部で３７件ございます。内訳は所有権の移転が３０件、利用権の

設定が７件でございます。それでは所有権の移転から朗読させていただきま

す。

第１号、所有権の移転を受ける者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２

３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。所有権の移転をす

る土地、豊原２６－１０外１８筆、計６６万７，５２３㎡。所有権の移転を

する者、別海町別海緑町１０９番地の１８、尾田求。所有権の移転内容、利

用目的、牧草畑及び採草放牧地として利用。所有権の移転時期、令和４年８

月１日。対価、３，８６５万４，０００円。対価の支払い方法、指定口座に

振込。対価の支払い期限、令和４年９月１４日。引渡しの時期、対価の支払

日。当事者間の法律関係、売買。
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次号から第３０号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法、引渡しの

時期、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、所有権の移転を受ける者、別海町別海１７３番地の１７、志賀理。

所有権の移転をする土地、別海５５－２外４筆、計９万３，３７６㎡。所有

権の移転をする者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人

北海道農業公社 理事長 小田原輝和。所有権の移転内容、利用目的、牧草

畑として利用。対価、３９１万２，０００円。対価の支払い期限、令和４年

１０月３０日。

次号から１９号までの対価の支払い期限、次号から２６号までの所有権の

移転をする者、次号から２９号までの利用目的については同文ですので朗読

を省略いたします。

第３号、所有権の移転を受ける者、別海町別海１２３番地の７、志賀優大。

所有権の移転をする土地、別海５６－３外５筆、計１２万２，６８４㎡。所

有権の移転の内容、対価、６１６万５，０００円。

第４号、所有権の移転を受ける者、別海町別海１４８番地の１０９、伊藤

健一。所有権の移転をする土地、別海１４８－２１、計３万３，６００㎡。

所有権の移転の内容、対価、１０１万３，０００円。

第５号、所有権の移転を受ける者、別海町別海５１番地の４、株式会社伊

藤総本家 代表取締役 伊藤敏彦。所有権の移転をする土地、別海１４８－

２４外５筆、計２６万５，５８８㎡。所有権の移転の内容、対価、７６７万

６，０００円。

第６号、所有権の移転を受ける者、別海町別海５０番地の１２、山田良雄。

所有権の移転をする土地、別海１４８－６５、計１６万４，７５０㎡。所有

権の移転の内容、対価、６９２万２，０００円。

第７号、所有権の移転を受ける者、別海町別海２３７番地の４、新倉慎司。

所有権の移転をする土地、別海２６５－３６外４筆、計９万１３５㎡。所有

権の移転の内容、対価、４６９万２，０００円。

第８号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別１６８番地の１、有限会

社たんぽぽ牧場 代表取締役 加藤二三代。所有権の移転をする土地、別海

２６５－１外１０筆、計１７万１，１５３㎡。所有権の移転の内容、対価、

７６１万３，０００円。

第９号、所有権の移転を受ける者、別海町別海２６３番地の７、有限会社

ヤグチッチ 代表取締役 矢口義道。所有権の移転をする土地、別海２９７

－５外２筆、計９万３，０６８㎡。所有権の移転の内容、対価、５１６万７，

０００円。

第１０号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別５６番地の２６、林徳

人。所有権の移転をする土地、中西別５６－７外３筆、計７万３，２２１㎡。

所有権の移転の内容、対価、４６１万７，０００円。

第１１号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別７６番地の４５、民部

和也。所有権の移転をする土地、中西別７５－１外３筆、計１４万１，６９
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７㎡。所有権の移転の内容、対価、８４６万１，０００円。

第１２号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別７６番地の１５、有限

会社グローブ 代表取締役 林武雄。所有権の移転をする土地、中西別７５

－３外１筆、計７万３，７６４㎡。所有権の移転の内容、対価、４６８万１，

０００円。

第１３号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別７４番地の２、佐々木

純。所有権の移転をする土地、中西別８７－４外４筆、計７万５，０８０㎡。

所有権の移転の内容、対価、４６８万３，０００円。

第１４号、所有権の移転を受ける者、別海町別海３２５番地の８、宇居弘

明。所有権の移転をする土地、中西別２１９－２７外１筆、計１３万７，２

４４㎡。所有権の移転の内容、対価、６６８万６，０００円。

第１５号、所有権の移転を受ける者、別海町別海２９９番地の１、長谷川

弘樹。所有権の移転をする土地、中西別２１９－２８外２筆、計１７万６，

７４６㎡。所有権の移転の内容、対価、７４８万２，０００円。

第１６号、所有権の移転を受ける者、別海町別海３０２番地の１０、石田

敦。所有権の移転をする土地、中西別２１９－８０外１筆、計１１万７，９

０４㎡。所有権の移転の内容、対価、５６４万６，０００円。

第１７号、所有権の移転を受ける者、別海町中西別２１５番地の２、合同

会社翔研ファーム 代表社員 羽石勝幸。所有権の移転をする土地、中西別

３０９－２８外２筆、計１９万１，１３５㎡。所有権の移転の内容、対価、

８９３万９，０００円。

第１８号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１０３番地の５、株式

会社アグリライフ 代表取締役 中洞裕。所有権の移転をする土地、西春別

８７－３外２筆、計９万９，４３１㎡。所有権の移転の内容、対価、５８８

万１，０００円。

第１９号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１３１番地の１８、大

内農場株式会社 代表取締役 大内佑輝。所有権の移転をする土地、西春別

１０６－２外１筆、計６万９，１７０㎡。所有権の移転の内容、対価、２３

７万円。

第２０号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１８９番地の１７、佐

藤悠。所有権の移転をする土地、西春別１５４－３外１５筆、計２８万５，

８８０㎡。所有権の移転の内容、対価、１，２５３万３，０００円。対価の

支払い期限、令和４年１１月２６日。所有権の設定をする土地の所有権の移

転をする者以外の権原者等、釧路市緑ヶ岡５丁目６番地９号、北海道電力ネ

ットワーク株式会社釧路支店 電力部長 多田賢一。権原の種類、地役権。

次号から２６号までの対価の支払い期限については同文ですので朗読を省

略いたします。

第２１号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１９１番地の２１、町

屋則子。所有権の移転をする土地、西春別２２８－４、計９万５，９５４㎡。

所有権の移転の内容、対価、５５８万２，０００円。
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第２２号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別２１２番地の５、株式

会社藤本 Family’s farm 代表取締役 藤本寿樹。所有権の移転をする土

地、西春別１８２－１外６筆、計２１万８，１２２㎡。所有権の移転の内容、

対価、８９４万３，０００円。

第２３号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別２９０番地の４７、渡

辺清照。所有権の移転をする土地、西春別２１７－１外６筆、計９万８，８

８７㎡。所有権の移転の内容、対価、５９５万４，０００円。

第２４号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１７２番地の２１、齊

藤俊英。所有権の移転をする土地、西春別２３１－１外３筆、計５万５，３

５７㎡。所有権の移転の内容、対価、２０８万３，０００円。

第２５号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１７１番地の２２、株

式会社森井牧場 代表取締役 森井平次。所有権の移転をする土地、西春別

２８０－１外６筆、計３９万７，９４４㎡。所有権の移転の内容、対価、２，

０３９万５，０００円。

第２６号、所有権の移転を受ける者、別海町泉川７８番地の１８、株式会

社クオリティ・オブ・ライフ 代表取締役 伊東直樹。所有権の移転をする

土地、泉川６－５外２筆、計２１万７，４２６㎡。所有権の移転の内容、対

価、１，２８２万５，０００円。

第２７号、所有権の移転を受ける者、別海町豊原１５番地の４３、久保光

大。所有権の移転をする土地、豊原２７－１０６、計４，１８５㎡。所有権

の移転をする者、別海町別海緑町１０９番地の１８、尾田求。所有権の移転

の内容、対価、２万４，０００円。対価の支払い期限、令和４年１１月３０

日。

次号から３０号までの対価の支払い期限については同文ですので朗読を省

略いたします。

第２８号、所有権の移転を受ける者、別海町豊原２５番地の７、田口英治。

所有権の移転をする土地、豊原２９－１６、計３３１㎡。所有権の移転をす

る者、別海町別海緑町１０９番地の１８、有限会社尾田牧場 代表取締役

尾田求。所有権の移転の内容、対価、１万６，５００円。調整委員、芳賀委

員、伊藤委員。

第２９号、所有権の移転を受ける者、同上。所有権の移転をする土地、豊

原２９－４４、計４，２７５㎡。所有権の移転をする者、中標津町東３０条

北１丁目１番地、久保義則。所有権の移転の内容、対価、２２万円。調整委

員、同上。

第３０号、所有権の移転を受ける者、別海町泉川８２番地の１、株式会社

どんぐり牧場 代表取締役 福岡みち子。所有権の移転をする土地、西春別

３９－４外３筆、計５万４，３３５㎡。所有権の移転をする者、別海町別海

西本町５２番地の２、小杉良夫。所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑及

び採草放牧地として利用。対価、１９８万６，０００円。調整委員、大内委

員、竹花委員。
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続いて、利用権の設定です。

第１号、利用権の設定を受ける者、別海町豊原２５番地の７、田口英治。

利用権を設定する土地、豊原２９－３６外１筆、計８万４，７６０㎡。利用

権の設定をする者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人

北海道農業公社 理事長 小田原輝和。設定する利用権、利用権の種類、賃

借権。内容、牧草畑として利用。始期、令和４年８月１日。終期、令和５年

９月２９日。借賃、年間１３万８，６００円。借賃の支払い方法、毎年１２

月１０日までに指定口座に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸

借。調整委員、芳賀委員、伊藤委員。

次号から第７号までの利用権の種類、始期、当事者間の法律関係について

は同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別４１０番地の１２、株式

会社ＵＩＦ 代表取締役 宇居宏明。利用権を設定する土地、西春別４０９

－２０外１４筆、計２６万３，０９３㎡。利用権の設定をする者、同上。設

定する利用権、内容、同上。終期、令和７年８月３１日。借賃、年間２３万

３，６４０円。借賃の支払い方法、毎年１２月１０日までに指定口座に振り

込むものとする。調整委員、市川委員、中村委員。

第３号、利用権の設定を受ける者、別海町豊原１５番地の４３、久保光大。

利用権を設定する土地、豊原１４－４外２２筆、計８９万２，７３４㎡。利

用権の設定をする者、別海町豊原２７番地の６６、西牧健。設定する利用権、

内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。終期、令和５年７月３１日。借賃、

年間１８６万２，１００円。借賃の支払い方法、毎年１１月３０日までに指

定口座に振り込むものとする。調整委員、芳賀委員、伊藤委員。

次号から７号までの内容については同文ですので朗読を省略いたします。

第４号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別４１０番地の１２、株式

会社ＵＩＦ 代表取締役 宇居宏明。利用権を設定する土地、西春別４１０

－１９外１７筆、計４７万１，７１３㎡。利用権の設定をする者、東京都葛

飾区東四つ木３丁目４３番７号、柴田宗広。設定する利用権、終期、令和８

年２月２８日。借賃、年間４５万円。借賃の支払い方法、毎年１０月３１日

までに指定口座に振り込むものとする。調整委員、市川委員、中村委員。

第５号、利用権の設定を受ける者、同上。利用権を設定する土地、西春別

４１０－２０外６筆、計１０万３，３０５㎡。利用権の設定をする者、別海

町西春別４１０番地の９３、髙田のぶ。設定する利用権、終期、令和６年１

２月２３日。借賃、年間２４万円。借賃の支払い方法、毎年８月３１日まで

に指定口座に振り込むものとする。調整委員、同上。

第６号、利用権の設定を受ける者、同上。利用権を設定する土地、西春別

４１０－５０外３筆、計１９万５，１２２㎡。利用権の設定をする者、同上。

設定する利用権、終期、令和７年８月２日。借賃、年間４６万２，０００円。

借賃の支払い方法、毎年９月３０日までに指定口座に振り込むものとする。

調整委員、同上。
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第７号、利用権の設定を受ける者、別海町上春別２番地の４、河本慎太郎。

利用権を設定する土地、上春別４－１外１０筆、計３８万４，３７８㎡。利

用権の設定をする者、別海町上春別１７番地の１６、加藤和広。設定する利

用権、終期、令和７年７月３１日。借賃、年間４１万円。借賃の支払い方法、

毎年１１月３０日までに指定口座に振り込むものとする。調整委員、信夫委

員、石毛委員。

以上で議案第６号の内容説明を終わります。

〇議長(小野会長)

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。所有権移転の第１号につ

きましては報告第１号で説明済み、２号から２６号については北海道農業公

社の買戻案件、２７号については報告第２号で説明済みですので、事務局説

明のみとさせていただきます。それでは調整に当たられた委員の説明を求め

たいと思います。所有権の移転の２８号及び２９号につきましては１１番芳

賀委員。３０号につきましては１０番大内委員。利用権の設定の１号につき

ましては１１番芳賀委員。２号につきましては４番市川委員。３号につきま

しては１１番芳賀委員。４号から６号につきましては４番市川委員。７号に

つきましては２６番信夫代理。

所有権の移転の６号につきましては山田委員に関する案件ですので、農業

委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規

定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（２１番 山田委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは議案第６号の所有権の移転の６号につきまして質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第６号の所有権の移転の６号につきま

して原案のとおり許可することに決定します。ここで山田委員に対する議事

参与制限を解除します。

（２１番 山田委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

所有権の移転の１２号につきましては林委員に関する案件ですので、農業

委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規
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定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（２３番 林委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは議案第６号の所有権の移転の１２号につきまして質疑を受けたい

と思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第６号の所有権の移転の１２号につき

まして原案のとおり許可することに決定します。ここで林委員に対する議事

参与制限を解除します。

（２３番 林委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

所有権の移転の１９号につきましては大内委員に関する案件ですので、農

業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の

規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（１０番 大内委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは議案第６号の所有権の移転の１９号につきまして質疑を受けたい

と思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第６号の所有権の移転の１９号につき

まして原案のとおり許可することに決定します。ここで大内委員に対する議

事参与制限を解除します。

（１０番 大内委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。
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利用権の設定の７号につきましては加藤和広委員に関する案件ですので、

農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条

の規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（１５番 加藤和広委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

７号につきまして２６番信夫代理お願いいたします。

〇２６番 信夫代理

それでは説明いたします。加藤さんが所有の土地ですが、先月総会で近い

ところの土地を取得しました。この土地は離れ地で傾斜もかなりある土地で

して、３８町ほどの公簿面積ですが実際には２０町ほどの利用しかできない

土地です。傾斜の部分を含めたあっせん価格となりましたので、よろしくお

願いいたします。

〇議長（小野会長）

それでは議案第６号の利用権の設定の７号につきまして質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第６号の利用権の設定の７号につきま

して原案のとおり許可することに決定します。ここで加藤和広委員に対する

議事参与制限を解除します。

（１５番 加藤和広委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

それでは、所有権の移転の２８号及び２９号につきまして１１番芳賀委員

お願いいたします。

〇１１番 芳賀委員

はい、２８号についてですが尾田さんの離農に伴い、北海道農業公社が買

入できなかった部分が若干ありましたので、それを田口さんが取得するもの

です。２９号については、近隣で分ける際に利用者と地権者の違いが出た部

分がありましたので、それを整理するために調整したものです。よろしくお

願いいたします。

〇議長（小野会長）

続きまして、所有権の移転の３０号につきまして１０番大内委員お願いい

たします。
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〇１０番 大内委員

はい、小杉さんの土地ですけれども、大分離れたところにある飛び地にな

ります。今回、畑に隣接する土地を取得することになりまして、その代わり

にこの土地をどんぐり牧場さんに買っていただくということになりました。

お互い効率の良い利用ができるものと思われます。よろしくお願いいたしま

す。

〇議長（小野会長）

続きまして、利用権の設定の１号及び３号につきまして１１番芳賀委員お

願いいたします。

〇１１番 芳賀委員

はい、１号について、こちらも尾田さんの離農に伴うものです。残り１年

あった北海道農業公社との賃貸を、今後取得予定の田口さんに移すものです。

３号についてですが西牧さんの休農に伴い、新規就農を目指す観点から近く

の久保さんに全地利用権を移して、管理していただくものです。よろしくお

願いいたします。

〇議長（小野会長）

続きまして、利用権の設定の２号及び４号から６号につきまして４番市川

委員お願いいたします。

〇４番 市川委員

はい。２号及び４号から６号についてですが、この度宇居さんが法人化し

たことに伴って、今まで個人で借りていたものを法人名義に変更するもので

す。よろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

議案第６号の委員説明が終わりました。それでは、議案第６号の議事参与

制限以外の案件につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ござい

ませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入ります。否決の方の挙手を求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（会長）

挙手なしということですので、議案第６号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第１４ 議案第７号

〇議長（小野会長）

日程第１４ 議案第７号「現況証明願いについて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。
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〇事務局（山下主査）

議案第７号、現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出された

ので、北海道農地法関係事務処理要領第９の４の規定により証明する。

今月は４件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。

第１号、所在、本別１４－１５外１筆、面積４万２，６４１㎡。利用状況、

雑種地。所有者、別海町本別１４番地の９、五月女行雄。

第２号、所在、大成８６－１０外１筆、面積１万２，６８９㎡。利用状況、

雑種地。所有者、別海町大成８６番地の３０、山本開一。

第３号、所在、本別１８－２４外４筆、面積１万９，８１７㎡。利用状況、

原野。所有者、別海町西春別駅前柏町２番地の１０、 。

第４号、所在、本別１５４、面積９６２㎡。利用状況、畑。所有者、別海

町本別１６番地の４、宇賀神道夫。

以上で議案第７号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、議案第７号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号から４号につきまして、１５番

加藤和広委員お願いいたします。

〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。１号の五月女さんですが、昨年秋の現地評価の時

に上春別推進班で現地を確認してきました。施設のある場所で、雑種地とし

て見てきました。２号の山本さんですが、今年の５月９日に上春別推進班で

現地評価に行った際に確認してきました。いずれも施設のある場所で、雑種

地と見てまいりましたのでよろしくお願いいたします。３号、４号について

は７月１９日に大内委員、加藤真純委員、事務局とで現地を見てまいりまし

た。現場は雑木が生えており、原野として見てまいりましたのでよろしくお

願いいたします。

〇議長（小野会長）

はい、ありがとうございました。議案第７号の委員説明が終わりました。

ここで議案第７号につきまして質疑を受けたいと思います何か御質問ござい

ませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第７号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。
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◎閉会宣言

〇議長（小野会長）

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。

これをもちまして、第２６回総会を閉会します。


